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授業の概要
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テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

聴覚障害の心理・生理・病理Ⅰ
原田公人、新谷朋子

特別支援教育領域に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目（中心領域：聴）

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

（１）宍戸和成/原田公人/庄司美千代 編（2023）『聴覚障害教育の基本と実践』慶應義塾大学出版会、978-4-7664-2862-9
（２）聴覚障害教育の手引（令和2年3月）　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00009.htm
（３）特別支援学校学習指導要領等（平成29年4月公示・平成31年2月公示）
　　　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/1386427.htm

スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）

（１）聴覚障害児の生理・病理について、耳の構造と機能、聴覚障害の種類と把握方法、聴力検査、代表的な耳疾患についての基礎知
識を身につける。
（２）聴覚障害が聴覚障害のある子どもの発達に与える影響について理解する。
（３）言語障害についての基礎知識を身につける。

本授業では、主として聴覚障害児の生理・病理の概要について取りあげる。生理については、耳の構造と機能、聴覚障害の種類と把握
方法、聴力検査などについて学習する。また、病理については、代表的な耳疾患について学習するとともに、耳疾患と聴覚的困難の関
係について学習する。言語障害については、特に、構音障害、吃音、音声言語コミュニケーションを取り上げ、これらの状態像や対応
について学習する。

第１回：聴覚障害とは（担当：原田）
第２回：聴覚障害が子どもの発達に与える影響（担当：原田）
第３回：耳の構造と機能①（聴覚伝導路、外耳、中耳）（担当：新谷）
第４回：耳の構造と機能②（内耳、聴覚中枢）（担当：新谷）
第５回：聴覚障害の種類（伝音難聴、感音難聴、混在性難聴）、両耳聴（担当：原田）
第６回：聴覚障害の観察による把握（担当：原田）
第７回：聴覚障害の検査による把握（担当：原田）
第８回：聴力検査の実際①（各種検査法）（担当：新谷）
第９回：聴力検査の実際②（乳幼児への聴力検査と新生児聴覚スクリーニング）（担当：新谷）
第１０回：代表的な耳疾患①（外耳、中耳）（担当：新谷）
第１１回：代表的な耳疾患②（内耳）（担当：新谷）
第１２回：耳疾患と聴覚的困難の関係（担当；新谷）
第１３回：聴覚障害児の言語獲得過程（担当：原田）
第１４回：言語障害（構音障害、吃音）（担当：原田）
第１５回：音声言語コミュニケーション（担当：原田）
科目修得試験

スクーリングでの学修

「学修の具体的なすすめ方」のテーマに沿ったオンデマンドスクーリング用動画教材を計３回視聴する。視聴後は、研究課題に対する
レポートを作成する。

（１）喜多村健　編著（2002）『言語聴覚士のための聴覚障害学』医歯薬出版株式会社、978-4-263-21265-3
（２）日本聴覚医学会編（2024）『聴覚検査の実際(改訂5版)』南山堂、978-4-525-37045-9


